
2024 年能登半島地震では，応急給水拠点，復旧状

況の地図化，ならびにシェープファイル，地図アプリ

ケーションによる情報共有の取り組みがなされた。能

登半島地震での応急給水拠点については，2024 年 1

月 4 日以降，各市町のWeb で情報発信され，これら

の応急給水拠点情報について，Excel で応急給水拠点

一覧データを作成し，毎日情報収集を行うものとした。

応急給水拠点の住所に対して，ジオコーディングによ

り，緯度経度を付与し，Google マップで読み込みを

行い，応急給水拠点マップを作成した。

復旧状況マップについては，各市町のWeb により

情報発信された復旧状況を地図により可視化した。

2024 年 1 月 2 日以降，日々の国勢調査の小地域別の

復旧状況を取り纏め，qGIS 3.28 上で復旧状況マップ

を作成した。応急給水拠点マップ，復旧状況マップに

ついて，国土交通省，日本水道協会，防災科学技術研

究所等と日々共有した。

能登半島地震での災害廃棄物量の推計と地図アプリ

ケーションを活用した情報共有について報告する。災

害廃棄物量は，ハザードに基づく住家被害想定結果と

災害廃棄物発生量原単位を用いて推定される。ハザー

ド情報として，構造計画研究所により提供された計測

震度相当値を用い，平成 27 年国勢調査に関する地域

メッシュ統計，平成 30 年住宅・土地統計調査を用い

て，地域メッシュ別に災害廃棄物量を推計した。その

結果，1月 2日の時点で，石川県において 80.6 万トン，

令和 4年度石川県ごみ総排出量からみた相対的災害廃

棄物量は 2.1 年と推定された。また，石川県，富山県

の市町のWeb により情報発信された仮置場情報につ

いて，仮置場一覧データを作成し，qGIS 3.28 上で仮

置場マップを作成した。仮置場マップについて，

Google マップを用いて情報共有を行った。これによ

り，支援自治体等が被災地外で仮置場の場所を確認す

ることができるとともに，被災地内での支援活動にお

いても，経路ナビゲーション等の支援活動に活かすこ

とが可能となる。

今後は，センシング技術等の環境 DX を活かした

環境衛生分野の見える化を実装していくとともに，地

震や津波等の自然災害は急性的，気候変動や地球環境

問題は慢性的な非定常状態であるとみなすと，今後，

環境衛生工学についてもフェーズフリーなフィールド

知を創出していくことが重要である。
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